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研究成果の概要（和文）：高血圧症患者における筋力と運動時の血圧上昇および左室心筋重量(LVM)との関係を
明らかにした。安静時血圧140/90 mmHg未満を維持している高血圧症患者を対象に、左室負荷指標と下肢筋力を
測定した。自転車エルゴメーター運動負荷試験から、最大収縮期血圧と安静時収縮期血圧の差(⊿SBP)を運動時
の血圧上昇の指標とした。心臓超音波検査にてLVMを算出した。重回帰分析の結果、LVMを規定する因子として筋
力が抽出された。筋力は⊿SBPと有意な負の相関を示した。高血圧症患者において、下肢筋力の低下はLVMの増大
を規定する因子であった。下肢筋力の低下は運動時の過剰な血圧上昇を介してLVMの増大に関与した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate relationships between muscle weakness, blood
 pressure (BP) elevation during exercise and left ventricular mass  (LVM) in patients with 
hypertension. Eighty-six hypertensive patients aged 69 ± 8 years with controlled resting BP (i.e., 
<140/90 mmHg) were recruited. Left ventricular mass index (LVM) and knee extension muscle strength 
were measured. Difference between baseline and peak systolic BP during the ergometer exercise test 
was defined as BP elevation during exercise (ΔSBP). Muscle strength was negatively correlated with 
ΔSBP (r=-0.230, P=0.033) and LVMI (r=-0.233, P=0.031). LVMI was positively correlated with ΔSBP (r
=0.307, P=0.033). Muscle strength was a significant independent factor associated with LVMI (β=-0.
319, P=0.012). Our findings suggest that muscle weakness is associated with an increase of LVM 
through excessive BP elevation during exercise in patients with hypertension.

研究分野： 心臓リハビリテーション
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１．研究開始当初の背景 
高血圧症患者は、自律神経活動の不均衡から
運動時に交感神経活動の過剰な亢進を生じ、
血圧上昇や動脈伸展性の低下から左室負荷
が増大して、左室心筋重量が増加する。一方、
下肢筋力が低下すると、運動時に骨格筋の代
謝受容器反射が活性化するため筋交感神経
活動が過剰に亢進する。  
２．研究の目的 
本研究は、高血圧症患者における下肢筋力の
低下が、運動時の交感神経活動の亢進や血圧
上昇、動脈伸展性の低下を介して左室負荷の
増大に関与することで、左室心筋重量の増加
につながるか否かを検討した。 
３．研究の方法 
血圧が管理された高血圧症患者86例(69±8 
歳、男46例)の等尺性膝伸展筋力、血漿脳性ナ
トリウム利尿ペプチド左室心筋重量係数を測
定し、それぞれ下肢筋力、左室負荷、左室心
筋重量の指標とした。トレッドミル運動負荷
試験による最高心拍数の75%を目標心拍数と
して、19分間の自転車エルゴメーター運動負
荷試験を実施した。運動負荷前に対する負荷
後の血漿ノルアドレナリンの差(Δノルアド 
レナリン)を交感神経活動の指標,運動負荷前
後の脈波伝播速度(ba-PWV)の差(ΔPWV)を動
脈伸展性の指標とした.また、安静時と自転車
エルゴメーター運動負荷試験時の最大収縮期
血圧(SBP)の差(⊿SBP)を運動時の血圧上昇の
指標とした。下肢筋力、⊿ノルアドレナリン、
⊿PWV、⊿SBP、脳性ナトリウム利尿ペプチド
および左室心筋重量係数における相互の関係
を、Spearmanの順位相関係数を用いて評価し
た。左室心筋重量の増加に関与する因子を抽
出するために、左室心筋重量係数を従属変数、
年齢、性別、body mass index、安静時の収縮
期血圧、ヘモグロビンA1c、LDLコレステロー
ル、推算糸球体濾過量、下肢筋力を独立変数
として重回帰分析を行った。 
４．研究成果 
下肢筋力は、⊿ノルアドレナリン、⊿PWV、
⊿SBP、脳性ナトリウム利尿ペプチドおよび左
室心筋重量係数と有意な負の相関を示した
(それぞれ、r=-0.202, P=0.048; r=-0.328, 
P=0.002; r=-0.230, P=0.033; r=-0.265, 
P=0.014; r=-0.307, P = 0.031)。⊿PWVおよ
び⊿SBPは左室心筋重量係数と有意な正の相
関を示した(それぞれ、r=0.246, P=0.023; 
r=0.307, P=0.004)。また、下肢筋力が左室心 
筋重量係数に対する規定因子として抽出され
た(β=-0.331, P=0.010)。 
高血圧症患者における下肢筋力の低下は、運
動時の過剰な交感神経活動の亢進から血圧上
昇および動脈伸展性の低下をきたし、左室負
荷と左室心筋重量の増加に関与した。 
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